
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 章-1 メイン A 
「力」の世界 物理編 
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3 章-1 メイン B 
「力」の世界 物理編 
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3 章-1 メイン B 
「力」の世界 物理編 
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3 章-1 メイン B 
「力」の世界 物理編 
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3 章 メイン A 
「力」のつり合い 
 

物理編 

No.05 

3N

一直線上 にある
。
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等 し 逆 一直線
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3 章 メイン B 
「力」のつり合い 
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3 章 メイン B 
「力」のつり合い 
 

物理編 

No.07 

ゥ
ー 力 が

、
一直線上

にないため 、

垂直括力
8 N8 N÷ 2 N= 4 ×m

^ 丫 摩擦力
4N

龜

様
W

2xEY × 2 N = 4N
*



 
 
 
 
[解答 5](1) 有機物 (2) 炭素 (3) 食塩，水，二酸化炭素 (4) 無機物 

 

[解答 7](1) 白くにごった。 (2) 二酸化炭素 (3) 炭素 (4) 水 

 

[解答 38](1) メスシリンダー (2) 水平な所 (3) ウ (4) 1 cm3 (5) 10 分の 1 (6) 6.0 cm3 

 

[解答 31](1) A，B，E (2) 金属 (3) 非金属 (4) 金属光沢 (5) 展性 (6) 延性 

(7) 熱を伝えやすいから。 (8) A (9) いえない 

 

 

[解答 51](1) 密度 (2) g／cm3 (3)① 質量 ② 体積 (4) 0.9g／cm3 (5) 0.08 g／cm3 

[解説] 

(4) (密度)＝(質量)÷(体積)＝4.5(g)÷5.0(cm3)＝0.9(g／cm3) 

(5)1m3＝100×100×100＝1000000(cm3)より 4.0m3＝4000000(cm3)， 

320kg＝320000(g)なので， 

(密度)＝(質量)÷(体積)＝320000(g)÷4000000 (cm3)＝0.08 (g／cm3) 

 

 

[解答 52](1) 45.0 cm3 (2) 5.0 cm3 (3) 7.8g／cm3 

[解説] 

(1) このメスシリンダーの目盛りは 1 cm3なので，1めもりの 10 分の 1の 0.1 cm3の位まで読む。 

(2) 増加した体積 45.0－40.0＝5.0(cm3)がネジの体積。 

(3) (密度)＝(質量)÷(体積)=39.0(g)÷5.0(cm3)＝7.8(g／cm3) 

 

 

[解答 56](1) 276g (2) 15.0 cm3 

[解説] 

(1) (密度)＝(質量)÷(体積)なので，0.92(g／cm3)＝(質量)÷300(cm3) 

(質量)÷300＝0.92，両辺に 300 をかけると，(質量)÷300×300＝0.92×300 

(質量)＝0.92×300＝276(g) 

(2) (密度)＝(質量)÷(体積)なので，1.74(g／cm3)＝26.1(g)÷(体積) 

両辺に(体積)をかけると，1.74×(体積)＝26.1÷(体積)×(体積) 

1.74×(体積)＝26.1，両辺を 1.74 で割ると，1.74×(体積)÷1.74＝26.1÷1.74 

(体積)＝26.1÷1.74＝15.0(cm3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答 63]① 浮いた ② 小さい 

[解説] 

(固体
こたい

の密度
みつど

)＜(液体
えきたい

(水など)の密度)なら， 

液体(水など)に入れた固体は浮
う

き， 

(固体の密度)＞(液体(水など)の密度)なら， 

液体(水など)に入れた固体は沈
しず

む。 

(物体 Aの密度)＝(質量)÷(体積)＝179(g)÷250(cm3)＝0.716(g／cm3) 

(水の密度)＝1.0 g／cm3なので，(物体 Aの密度)＜(水の密度) 

物体 Aの密度が，水の密度よりも小さいので，物体 Aは水に浮く。 

 

 

[解答 69]A 油 B 水 C 水銀 

 

[解答 79](1)A 空気調節ねじ B ガス調節ねじ C コック D 元栓 (2) b 

 

[解答 85](1) ア→オ→エ→ウ→イ (2) ア (3) 斜め下から近づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 章-メイン A 
身の回りの物質 
 

化学編 

解答 



 

 

 

 

[解答 10] 

A デンプン B 砂糖 C 食塩 

 

[解説] 

まず，「加熱
かねつ

したときのようす」に注目する。食 塩
しょくえん

，砂糖
さとう

，デンプン

のうち，砂糖とデンプンは有機物
ゆうきぶつ

で炭素
たんそ

をふくんでいるので加熱
かねつ

す

るとこげて炭
すみ

ができる。これに対し，無機物
む き ぶ つ

である食塩は加熱して

も変化はない。 

したがって，Cが食塩であると判断できる。 

次に，「水へのとけ方」に注目する。砂糖と食塩は水にとけるが，デンプンは水にとけない。したがって，Aがデンプ

ンで，Bが砂糖であると判断できる。 

※出題頻度：「～は，食塩，砂糖，デンプンのうちのどれか◎」 

 

 

 

[解答 11] 

(1)① とける ② こげて炭ができる (2)A デンプン B 砂糖 C 食塩 (3) 有機物 (4) 食パン，プラスチック 

 

[解説] 

この実験で使われる砂糖，食塩，デンプンのうち，砂糖とデンプンは有機物で，加熱するとこげて炭ができる。食塩は

無機物で加熱しても変化はない。したがって，Aと Bは砂糖かデンプンで，Cは食塩であることがわかる。Aと Bのう

ち，Aは水にとけないのでデンプンであると判断できる。残りの Bは砂糖であることがわかる。砂糖は水にとける(①)。

Aのデンプンは加熱するとこげて炭ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答 12] 

(1)① B，C，D ② 加熱するとこげるから。 (2)A 食塩 B グラニュー糖 C デンプン D 白砂糖 

 

[解説] 

有機物は炭素をふくんでいるため，加熱すると，こげて炭(炭素)ができる。実験 1より，こげた B，C，Dは有機物で，

変化がなかった Aは無機物であることがわかる。したがって，Aは食塩で，B，C，Dは白砂糖，デンプン，グラニュー

糖のいずれかである。 

実験 2 で，「C はとけないで白くにごった」とあることから，C はデンプンであることがわかる。残りの B と D は白砂

糖かグラニュー糖のいずれかである。実験 3で「Bの粒は Dの粒よりも少し大きかった」とあるので，Bはグラニュー

糖と判断できる。 

 

 

 

[解答 13] 

(1)A オ B ウ (2) 加熱するとこげる。水にとける。 

 

[解説] 

デンプンと砂糖は有機物で，食塩は無機物である。有機物と無機物を区別する方法(調べる方法 A)は加熱したときの結

果である。有機物は炭素をふくむので加熱するとこげて炭ができる。無機物である食塩は加熱しても変化しない。 

砂糖とデンプンを区別する方法(調べる方法 B)は水にとかすことである。砂糖は水にとけるが，デンプンは水にとけな

い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 章-メイン A 
白い粉の正体 
 

化学編 

解答 



 

 

 

[解答 3] 

(1) 水上置換法 (2) 水にとけにくい気体 (3) 最初に出てくる気体は空気を多く含んでいるから。 (4) 試験管内

を水で満たしておく。 

 

 

[解答 9] 

(1)A 水上置換法 B 下方置換法 C 上方置換法 (2)① とけにくい 

② とけやすい ③ 大きい ④ 小さい (3)① C ② 水に非常にとけやすく，空気より密度が小さいから。 

 

 

[解答 14] 

(1)A 二酸化マンガン B オキシドール(うすい過酸化水素水) (2) 水上置換法 

(3) 最初に出てくる気体は空気を多く含んでいるから。 

 

 

[解答 18] 

(1) 火のついた線香を近づけると線香が激しく燃える。 (2) 燃えない気体 (3)① とけにくい ② 水上置換 

 ③ 大きい ④ 下方置換 (4) 約 21％ 

 

 

[解答 21] 

(1) 石灰石 (2) うすい塩酸 (3) ア，エ (4)① 水上置換 ② 少ししかとけない 

③ 大きい ④ 下方置換 (5) 発生装置の試験管に入っていた空気が出てくるから。 

[解説] 

(3) ア，エ，オは二酸化炭素が発生する。 イは水素，ウはアンモニアが発生する。 

 

 

[解答 26] 

(1) 酸性 (2) 黄色 (3) 青色リトマスを赤色に変化させる。 (4) 白くにごる 

 

 

[解答 32] 

(1)A うすい塩酸 B 亜鉛 (2) 水上置換法 (3) 水にとけにくい 

 

[解答 35] 

(1) 水素 (2) 小さい (3) 音を出して燃える 

 

 

 

[解答 42] 

① アンモニウム ② 水 ③ 密度 ④ 上方置換 

 

 

[解答 43] 

(1) 水酸化カルシウム (2) 上方置換法 (3) 水に非常にとけやすい。空気より密度が小さい。 

 

 

[解答 47] 

① 刺激 ② アルカリ 

[解説] 

アンモニアは激
はげ

しく鼻
はな

をさすような特有
とくゆう

の刺激
しげき

臭
しゅう

がある無色
むしょく

の気体である。におい

をかぐときは，手であおぐようにしてかぐ。アンモニアを水にとかしたアンモニア水

はアルカリ性を示すので，アンモニアを，湿
しめ

らせた赤色リトマスをふれさせると青

色に変化する。 

また，BTB溶液
ようえき

を加えると青色になる。フェノールフタレイン溶液を加えると赤色に

変化する。 

※出題頻度：「刺激臭◎」「手であおぐようにしてにおいをかぐ◎」「アルカリ性◎」 

「赤色リトマス→青色〇」「BTB溶液→青色〇」「フェノールフタレイン溶液→赤色◎」 

 

 

[解答 59] 

① 黄緑 ② 殺菌 ③ 漂白 

[解説] 

気体   特  徴 

塩素
えんそ

 
殺菌
さっきん

・漂 白
ひょうはく

効果
こうか

がある。黄緑色で，プールの消毒剤
しょうどくざい

のような刺激臭
しげきしゅう

。 

塩化
え ん か

水素
す い そ

 
水に非常にとけやすい。水にとけると塩酸

えんさん

(酸性
さんせい

)。無色で刺激臭。 

硫化
りゅうか

水素
す い そ

 火山ガスの成分の 1つで有毒
ゆうどく

。卵の腐
くさ

ったようなにおい(腐卵臭
ふらんしゅう

)。無色。 

メタン 天然ガスの主成分である。都市ガスに使用される。無色
むしょく

・無臭
むしゅう

。 

※出題頻度：「塩素〇：殺菌・漂白作用〇，黄緑色〇，刺激臭△」 

「塩化水素△：水にとけて塩酸△，酸性→BTB溶液は黄色△，無色・刺激臭△」 

「硫化水素△：火山ガスの成分(有毒)△，無色・腐卵臭△」 

「メタン△：天然ガス(都市ガス)の主成分△，無色・無臭△」 

 

 

 

 

2 章-メイン A 
気体の性質 
 

化学編 

解答 



 

 

 

 

[解答 38] 

(1)① オキシドール(うすい過酸化水素水) ② 石灰石(貝がら，卵の殻) 

(2) 水上置換法 (3) 下方置換法 (4) フラスコ内に入っていた空気が出てくるから。 

(5)酸素：線香が激しく燃える。 二酸化炭素：線香の火が消える。 (6) 石灰水 

 

 

[解答 39] 

(1)A オキシドール(うすい過酸化水素水) a 二酸化マンガン B うすい塩酸 b 石灰石(貝がら，卵の殻) 

(2) 水上置換法 (3) 水で満たしておく。 (4)① 火のついた線香を近づける。 ② 線香が激しく燃える。 

(5)① 石灰水を入れてふる。② 石灰水が白くにごる。 (6) 酸性 (7) 大きい 

 

 

[解答 40] 

(1) 石灰石(貝がら，卵の殻，大理石) (2) 水素 (3) 水上置換法 

(4) 水にとけにくい性質 (5) 下方置換法 (6) 空気より密度が大きい。 (7)① 火が消える。 

② 音を出して燃える。 (8)① 石灰水を入れてふる。 ② 石灰水が白くにごる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答 72] 

(1) 酸素 (2) 水 (3) 石灰水 (4) 水に非常によくとける。空気より密度が小さい。 

(5)酸性：C アルカリ性：D 

 

 

[解答 75] 

(1) ア，水上置換法 (2) 水にとけにくいので。 (3)A 酸素 C アンモニア 

[解説] 

「鼻を刺すような激しいにおい」をもつ気体 C はアンモニアである。非常に密度が小さい気体 B は水素である。残り

の酸素と二酸化炭素については，二酸化炭素は水に少しとける(炭酸になる)のに対し，酸素は水にとけにくいので，A

が酸素，Dが二酸化炭素であることがわかる。 

 

 

[解答 76] 

(1) E (2) A (3) B (4) D 

[解説] 

B は「線香の火がポッと炎になる」ことから酸素と判断できる。Cは「ポンと音を出して燃えた」ことから水素と判断

できる。Dは刺激臭でリトマス紙を青にする性質(アルカリ性)からアンモニアとわかる。Eはリトマス紙を赤にする性

質(酸性)から二酸化炭素であるとわかる。したがって窒素は残った Aである。 

石灰水を白くにごらせるのは二酸化炭素である。空気の成分は 78％が窒素で，酸素が 21％である。二酸化マンガンに

オキシドールを加えると酸素が発生する。塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱するとアンモニアが

発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

2 章-メイン B 
気体の性質 
 

化学編 
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[解答 64](1) 115g (2) 約 13％ (3) B (4) B 

[解説] 

(1) (溶液の質量)＝(溶質の質量)＋(溶媒の質量)なので， 

(砂糖水の質量)＝15＋100＝115(g) 

(2)(3)(4) 

(砂糖水 Aの濃度)＝ ＝ ＝約 13.0(％) 

(砂糖水 Bの濃度)＝ ＝ ＝約 23.1(％) 

(砂糖水 Cの濃度)＝ ＝ ＝約 13.0(％) 

 

[濃度から溶質などの量を求める] 

[解答 65]30g 

[解説] 

「6％の砂糖水が 500g」とは，砂糖水(溶液)500g の 6％が砂糖(溶質)であることを意味している。したがって， 

(砂糖の質量)＝(溶液の質量)× ＝500(g)× ＝30(g) 

※出題頻度：この単元はしばしば出題される。 

 

[解答 66]36g 

[解説] 

(塩化水素の質量)＝(塩酸の質量)× ＝100(g)× ＝36(g) 

 

[解答 67]① 30g ② 120g 

[解説] 

「20％の濃度の食塩水 150g」とは，食塩水(溶液)150g の 20％が食塩(溶質)であることを意味している。したがって， 

(食塩の質量)＝(食塩水の質量)× ＝150(g)× ＝30(g) 

(水の質量)＝(食塩水の質量)－(食塩の質量)＝150－30＝120(g) 

 

[水などを加えたときの濃度] 

[解答 68]2％ 

[解説] 

まず，質量パーセント濃度が 10％の砂糖水 400g に含まれる砂糖の質量を求める。 

(砂糖の質量)＝(溶液の質量)× ＝400(g)× ＝40(g) 

水を 1600g 加えたとき，砂糖水(溶液)全体の質量は，400＋1600＝2000(g)になる。 

このときの砂糖(溶質)の質量は 40g なので， 

(濃度)＝ ＝ ＝2(％) 

 

[解答 69]5％ 

[解説] 

まず，質量パーセント濃度が 10％の食塩水 100g に含まれる食塩の質量を求める。 

(食塩の質量)＝(溶液の質量)× ＝100(g)× ＝10(g) 

水を 100g 加えたとき，食塩水(溶液)全体の質量は，100＋100＝200(g)になる。 

このときの食塩(溶質)の質量は 10g なので， 

(濃度)＝ ＝ ＝5(％) 

 

[解答 70]19％ 

[解説] 

まず，質量パーセント濃度が 10％の砂糖水(溶液)180g に含まれる砂糖(溶質)の質量を求める。(溶質の質量)＝(溶液

の質量)× ＝180(g)× ＝18(g) 

砂糖水 180g に砂糖を 20g 加えたとき，砂糖水(溶液)全体の質量は 180＋20＝200(g)で， 

砂糖(溶質)は，18＋20＝38(g)なので， 

(濃度)＝ ＝ ＝19(％) 

 

[解答 71]8.7％ 

[解説] 

この 2 種類の食塩水に含まれている食塩の質量をそれぞれ求めて，その合計を混ぜ合わせた食塩水の質量で割って求

める。 

10％の食塩水(溶液)500g に含まれる食塩の質量は， 

(溶液の質量)× ＝500(g)× ＝50(g) 

2％の食塩水 100g に含まれる食塩の質量は， 

(溶液の質量)× ＝100(g)× ＝2(g) 

したがって，食塩(溶質)の質量の合計は，50＋2＝52(g) 

混ぜ合わせた食塩水(溶液)の質量は，500＋100＝600(g) 

よって，混ぜ合わせた食塩水の濃度は， ＝ ＝約 8.7(％) 
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3 章-メイン-質量パーセント濃度の計算 
気体の性質 
 

化学編 

解答 



 

[解答 72]285g 

[解説] 

水の質量を gとすると，砂糖(溶質)は 15g なので，砂糖水(溶液)は， (g)である。 

(溶液の量)× ＝(溶質の量)より， 

，両辺に をかけると，  

よって，  

(別解) 

(砂糖の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 5%の砂糖水は，砂糖が 5％，水が 95％(＝100－5)なので， 

(砂糖の質量)：(水の質量)＝5：95＝1：19 

(砂糖の質量)＝15(g)なので，(水の質量)＝15(g)×19＝285(g) 

※出題頻度：この単元はしばしば出題される。 

 

[解答 73](1) 54g (2) 35g 

[解説] 

(1) 水の質量を g とすると，食塩(溶質)は 18g なので，食塩水(溶液)は， (g)である。(溶液の量)×

＝(溶質の量)より， ， 

，両辺に 4をかけると， ， ，  

よって，  

(別解) 

(食塩の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 25%の食塩水は，食塩が 25％，水が 75％(＝100－25)なので， 

(食塩の質量)：(水の質量)＝25：75＝1：3 

(食塩の質量)＝18(g)なので，(水の質量)＝18(g)×3＝54(g) 

(2) 食塩(溶質)の質量を gとすると，水は 215g なので，食塩水(溶液)は， (g)である。(溶液の量)×

＝(溶質の量)より， ， 

両辺を 100倍すると， ， 

， ， ，  

よって，  

 

 

 

 

(別解) 

(食塩の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 14%の食塩水は，食塩が 14％，水が 86％(＝100－14)なので， 

(食塩の質量)：(水の質量)＝14：86＝7：43 

(水の質量)＝215g なので，(食塩の質量)：215＝7：43 

比の外項の積は内項の積に等しいので，(食塩の質量)×43＝215×7 

よって，(食塩の質量)＝215×7÷43＝35(g) 

 

[解答 74]75g 

[解説] 

加えた水の質量を gとし，水を加える前後の食塩の量に注目して，方程式をつくる。 

15％の食塩水 150g に含まれる食塩の質量は， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)× ＝150(g)× ＝22.5(g)･･･① である。 

水 gを加えたときの食塩水(溶液)全体の質量は，150＋ (g)で，濃度は 10％なので， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)× ＝(150＋ )× ＝ ･･･② 

①と②の食塩の量は等しいので，  

両辺に 10 をかけると， ， ，  

(別解) 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 10％の食塩水の場合， 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質量)＝100：10：90＝10：1：9 である。 

水を加えた後の 10％の食塩水に含まれる食塩の質量は，15％の食塩水 150g に含まれる食塩の質量と等しい。よって，

(食塩の質量)＝150(g)× ＝22.5(g) 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)＝10：1なので， 

(食塩水の質量)＝(食塩の質量)×10＝22.5(g)×10＝225(g) 

最初にあった食塩水は 150g なので，加えた水は，225－150＝75(g) である。 
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[解答 75]90g 

[解説] 

蒸発させた水の質量を g とし，蒸発させる前後の食塩の量に注目して，方程式をつくる。15％の食塩水 150g に含ま

れる食塩の質量は， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)× ＝150(g)× ＝22.5(g)･･･① である。 

食塩水 150g から水 gを蒸発させると，食塩水全体は，150－ (g)で，濃度が 25％なので， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)× ＝(150－ )× ＝ ･･･② 

①と②の食塩の量は等しいので，  

両辺に 4をかけると， ， ， ，  

従って，蒸発させた水は 60g なので，25％の食塩水の質量は，150－60＝90(g) 

(別解) 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 25％の食塩水の場合， 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質量)＝100：25：75＝4：1：3 である。 

水を蒸発させた後の 25％の食塩水に含まれる食塩の質量は，15％の食塩水 150g に含まれる食塩の質量と等しい。よ

って，(食塩の質量)＝150(g)× ＝22.5(g) 

25％の食塩水について，(食塩水の質量)：(食塩の質量)＝4：1 なので， 

(食塩の質量)＝22.5(g)×4＝90(g) である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答 76]160g 

[解説] 

食塩(溶質)の量に注目して式をたてる。(溶質の量)＝(溶液の量)×  

5%の食塩水を gとする。 

(5％の食塩水 g中の食塩の量)＋(加える食塩の量)＝(24％の食塩水( )g中の食塩の量) なので， 

 両辺を 倍すると， 

 

 
 

[解答 77]350g 

[解説] 

20%の食塩水を gとする。 

(20%の食塩水 g中の食塩の量)＝(14％の食塩水( )g中の食塩の量) なので， 

 両辺を 倍すると， 

 
 

[解答 78](1) 150g (2) 100g 

[解説] 

(1) 10%の食塩水を gとすると，16％の食塩水の量は，( )g となる。 

(10%の食塩水 g中の食塩の量)＋(16%の食塩水( )g中の食塩の量) 

＝(11%の食塩水 180g中の食塩の量) なので， 

 両辺を 100倍すると， 

 

 
(2) 7%の食塩水を gとする。 

(3%の食塩水 300g中の食塩の量)＋(7%の食塩水 g中の食塩の量) 

＝(4%の食塩水( )g中の食塩の量) なので， 

 両辺を 100倍すると， 
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[解答 2](1) 溶質 (2) 溶媒 (3) 溶液 (4) ⽔溶液 
 

[解答 5](1) 溶質 (2)① ⾷塩(塩化ナトリウム) ② ⼆酸化炭素 ③ 塩化⽔素 
 
[解答 7]イ→ウ→ア 
 
[解答 12]① 透明 ② 均⼀(同じ) ③ 不透明 
 
[解答 31](1) ろ過 (2)A ろうと B ろ紙 (3) ウ (4) ⽔でぬらしてろうとにぴったりとはりつける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 章-メイン-A  
水溶液の性質 
 

化学編 

解答 



 
 
 
 
 
[解答 36](1) 飽和水溶液 (2) 溶解度 (3) 溶解度曲線 

 

 

 

[解答 40](1) 食塩 (2) 硝酸カリウム (3) 食塩 

[解説] 

問題の図のように，硝 酸
しょうさん

カリウムなど通常の物質は，温度が上がれば溶解度
ようかいど

は大きくなる。

しかし，食塩(塩化ナトリウム)は温度が上がっても，溶解度はほとんど変わらない。 

 

 

[解答 43](1) 硫酸銅，ミョウバン，食塩 (2) 70g (3) 217g 

[解説] 

(1) グラフより，60℃で 100g の水にとける質量は，硫酸銅が約 80ｇ，ミョウバンが約 56g，食塩が約 36g である。 

(2) グラフより，60℃の水 100g にとける硫酸銅は約 80g である。したがって， 

150－80＝70(g)がとけ残る。 

(3) 40℃の水 100g にとけるミョウバンは 24g である。40℃の水 gにとけるミョウバンを 100g とすると， ：100＝

100：24 が成り立つ。比の外項の積は内項の積に等しいので， 

×24＝100×100， ＝10000÷24＝約 417(g) したがって，417－200＝217(g)の水を加えればよい。 

 

 

 

[解答 44](1) 14.3g (2) 80℃ 

[解説] 

(1) 19－4.7＝14.3(g) 

(2) 表より， 80℃のときのこの物質は 19.0g なので，この物質をすべてとかすためには水の温度を 80℃にすればよ

い。 

 

 

[解答 45](1) 109.2g (2) 77.6g 

[解説] 

グラフより，硝 酸
しょうさん

カリウムは 60℃の水 100g に約 109.2g とけ，20℃のときは約 31.6g とける。したがって，60℃の

水100gでつくった硝酸カリウムの飽和
ほうわ

水溶液
すいようえき

の温度を20℃まで下げると，とけきれなくなった109.2－31.6＝77.6(g)

が結晶(固体)として出てくる。 

 

 

 

 

 

[解答 46](1) 104.9g (2) 25.2g 

[解説] 

(1) 表より，80℃の水 100g にとける硝酸カリウムは 168.8g である。40℃の水 100g には 63.9g とけるので，80℃から

40℃まで冷やすと，168.8－63.9＝104.9(g)がとけきれなくなって固体(結晶)として出てくる。 

(2) 表より，20℃の水 100g にとける硝酸カリウムは 31.6g なので，20℃の水 300g には， 

31.6×3＝94.8(g)とける。したがって，20℃まで冷やすと，120－94.8＝25.2(g)がとけきれなくなって固体(結晶)と

して出てくる。 

 

[解答 50](1) B (2) 約 40℃ (3) 18.4g 

[解説] 

(1) 温度によって溶解度がほとんど変わらない Bが食塩のグラフである。 

(2) グラフより，60℃の水 100g に A(硝酸カリウム)は約 109ｇとけるので，65g(右図

の PQ)は完全にとける。温度を下げていったとき，A(硝酸カリウム)の溶解度は小さく

なっていき，40℃(右図の R)になると溶解度は約 65g になり，飽和する。さらに温度が

下がると，とけきれなくなった硝酸カリウムが結晶となって出てくる。 

(3) 40℃の水 100g に A(硝酸カリウム)を 50g とかしたとき，硝酸カリウムの量は右図

の ST のようになる。温度を 20℃まで下げると，溶解度は 31.6g(右図の VW)になるの

で， 

50－31.6＝18.4(g)(右図の UV)はとけきれなくなって結晶として出てくる。 

 

 

 

[解答 51](1) 塩化ナトリウム (2) 40℃ (3) 硝酸カリウム 

[解説] 

(2) グラフより，硝酸カリウムの溶解度が 60g になるのは，約 40℃のときである。 

(3) グラフより，硝酸カリウムの溶解度は，60℃で約 110g，20℃で約 30g なので， 

60℃から 20℃に冷やしたとき，110－30＝80(g)の結晶が出てくる。 

ミョウバンの溶解度は，60℃で約 55g，20℃で約 10g なので， 

60℃から 20℃に冷やしたとき，55－10＝45(g)の結晶が出てくる。 

塩化ナトリウムは，温度による溶解度はほとんど変化しないので，60℃から 20℃に冷やしたとき結晶はほとんど出て

こない。 

したがって，出てきた結晶の量が最も多いのは硝酸カリウムの水溶液である。 

 

[解答 55](1)① 結晶 ② 再結晶 (2) ウ (3) 塩化ナトリウムは温度によって溶解度がほとんど変化しないから。 

(4)① イ ② ウ 

 

! !

! !

3 章-メイン-A  
溶解度の計算と結晶 
 

化学編 

解答 


